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一般会計2,393万円を補正 

平成29年 定例会 ３月 ３月７日～16日まで 

平成28年度各会計補正予算については、 原案のとおり可決されました。 
 
 
　歳入歳出予算に2,393万9千円を追加し、総額
を51億3,470万2千円としました。 
〔参考〕今定例会は、補正予算の大部分が事業
実績に基づく整理予算のため、500万円以上の
補正予算分のみ掲載します。 
■主な歳出内容 
○情報セキュリティ対策業務 634万4千円を減額 
○各種基金積立金　　　　1億8,868万円を追加 
○町有林整備事業（補助）　　851万8千円を減額 
○町有林整備事業（単独）　　520万4千円を減額 
○ふるさとおもいやり寄付推進事業 1,174万円を減額 
○開基120年記念事業　　　945万7千円を減額 
○国民健康保険特別会計繰出金 
　　　　　　　　　　　　3,135万2千円を減額 
○児童手当支給事業　　　　　  638万円を減額 
○水道事業助成事業　　　　607万8千円を減額 
○中山間地域所得向上支援事業補助金 
　　　　　　　　　　　　　1億100万円を計上 
○畜産・酪農収益力強化整備等 
　特別対策事業費補助金　2,999万3千円を減額 
○道営訓子府高園地区農地整備事業 520万円を追加 
○道営訓子府川南地区農地整備事業 3,548万円を追加 
○道営山林川地区水利施設整備事業 
　（基幹水利施設整備）　　2,461万4千円を減額 
○下水道事業特別会計繰出金 876万3千円を減額 
○除雪グレーダー購入費　　  4,087万円を減額 
○南12線舗装修繕工事　  2,354万6千円を減額 
○橋梁長寿命化修繕計画橋梁詳細設計業務 
　　　　　　　　　　　　1,186万2千円を減額 
○北見地区消防組合負担金　723万5千円を減額 
○スポーツセンター建設工事基本設計業務 
　　　　　　　　　　　　　　  540万円を減額 
○長期債利子　　　　　　　757万2千円を減額 
○災害復旧事業調査設計業務　  800万円を減額 
○紅葉川災害復旧工事　　2,833万9千円を追加 
○農地災害復旧助成事業補助金  500万円を追加 
○職員給与費　　　　　　　975万4千円を減額 
 
 
　歳入歳出予算から7,231万7千円を減額し、総
額を9億8,900万6千円としました。 
■主な歳出内容 
○一般被保険者療養給付費　　　5千万円を減額 
○一般被保険者高額療養費　　  500万円を減額 
○出産育児一時金　　　　　　  250万円を減額 

○保険財政共同安定化事業拠出金 
　　　　　　　　　　　　1,545万7千円を減額 
 
 
　歳入歳出予算に85万3千円を追加し、総額を
7,485万3千円としました。 
■主な歳出内容 
○後期高齢者医療広域連合納付金 91万2千円を追加 
 
 
　歳入歳出予算から1,290万5千円を減額し、総
額を5億210万3千円としました。 
■主な歳出内容 
○居宅介護サービス給付費　　  751万円を減額 
○介護予防サービス給付費　　  261万円を減額 
○介護予防住宅改修費　　　　  110万円を減額 
 
 
　歳入歳出予算から1,755万円を減額し、総額を
1億7,800万円としました。 
■主な歳出内容 
○農業集落排水管理費（修繕料） 276万3千円を減額 
○道道北見置戸線交通安全工事支障物件 
　移設工事　　　　　　　1,027万1千円を減額 
○個別排水処理浄化槽設置工事 261万6千円を減額 
 
 
　収益的支出から1,117万4千円を減額し、総額
を1億4,989万6千円としました。 
■主な歳出内容 
○原水及び浄水費（修繕費）　　  120万円を減額 
○配水及び給水費（修繕費）　205万4千円を減額 
　　　　　　　　（材料費）　151万5千円を減額 
○資産減耗費（固定資産除却費）  118万円を減額 
　資本的支出から3,242万円を減額し、総額を1
億976万3千円としました。 
■主な歳出内容 
○施設整備費 
　（開盛水源施設整備工事）　　  326万円を減額 
○施設改良費 
　（南７線支障物件移設工事）  1,691万円を減額 
　（南９線老朽管更新工事）　635万5千円を追加 
　（末広団地東1丁目南線配水管更新工事） 
　　　　　　　　　　　　　160万4千円を減額 
　（若富工区配水管移設工事）  1,512万円を減額 
　（若葉町線配水管連絡・新設工事） 
　　　　　　　　　　　　　113万1千円を減額 

一般会計（第10号） 

介護保険会計（第２号） 

後期高齢者医療会計（第１号） 

下水道会計（第３号） 

国保会計（第２号） 

水道事業会計（第４号） 
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原
案
可
決

共
同
設
置
地
方
公
共
団

体
長
を
清
里
町
長
か
ら
大

空
町
長
に
変
更
並
び
に
地

方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
規
約
を
変
更
し

ま
し
た
。人

事
案
件

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平

委
員
会
委
員
の
選
任

原
案
同
意

田
村
昌
文
さ
ん
（
置
戸

町
・
再
任
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

報
　
　
告

□
定
期
監
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
平
成

28
年
度
に
実
施
し
た
定
期

監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

「
平
成
28
年
12
月
31
日
現

在
の
全
会
計
に
お
け
る
事

務
事
業
の
執
行
状
況
と
経

営
管
理
等
に
つ
い
て
監
査

を
実
施
し
た
結
果
、
事
務

事
業
、
経
理
管
理
に
つ
い

て
は
法
令
に
の
っ
と
り
適

正
な
執
行
管
理
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
め
ま

す
」
と
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
か
ら
の
意
見

訓
子
府
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
計
画
は
各
部

門
ご
と
に
多
く
の
も
の
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
総
合
的
な
計
画
と
し
て

は
、「
訓
子
府
町
過
疎
地

域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

（
平
成
28
年
度
〜
平
成
32

年
度
）」「
訓
子
府
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
平
成
28
年
度
〜
平
成
37

年
度
）」「
第
６
次
訓
子
府

町
総
合
計
画
（
案
）（
平

成
29
年
度
〜
平
成
38
年

度
）」
が
あ
り
、
本
年
度
、

来
年
度
が
ス
タ
ー
ト
と
な

る
重
要
な
時
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
事
業
の

実
現
に
は
、
多
額
の
資
金

が
必
要
と
な
る
た
め
、
事

業
計
画
と
合
わ
せ
、
資
金

計
画
に
つ
い
て
も
、
入
念

な
準
備
を
も
っ
て
あ
た
ら

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

□
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
１
月

か
ら
３
月
ま
で
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
及
び
水
道

事
業
会
計
に
つ
い
て
例
月

出
納
検
査
を
実
施
し
た
結

果
、
出
納
事
務
は
適
法
に

行
わ
れ
、
異
状
な
い
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

原
案
可
決

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
共
同
利
用
模
範
牧
場
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

改
正

原
案
可
決

牧
場
使
用
料
の
改
定
及

び
町
営
牧
場
の
管
理
、
運

営
実
態
に
合
わ
せ
る
た
め

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
第
６
次
訓
子
府
町
総
合

計
画

原
案
可
決

平
成
28
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
、「
第
６
次

訓
子
府
町
総
合
計
画
審
査

特
別
委
員
会
」
に
付
託
さ

れ
た
、
第
６
次
訓
子
府
町

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
特

別
委
員
会
か
ら
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
の
報
告

を
受
け
、
可
決
し
ま
し
た
。

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平

委
員
会
規
約
の
一
部
変
更

農
業
振
興
費
の
中
山

間
地
域
所
得
向
上
支

援
事
業
費
補
助
金
１
億
１

０
０
万
円
と
、
所
得
向
上

計
画
策
定
業
務
委
託
料
３

０
０
万
円
の
内
容
は
。

本
町
に
あ
る
玉
ネ
ギ

ム
キ
玉
加
工
施
設
ラ

イ
ン
の
１
ラ
イ
ン
を
高
性

能
な
も
の
に
更
新
す
る
も

の
で
す
。
自
動
で
処
理
す

る
機
械
導
入
事
業
費
２
億

２
０
０
万
円
に
対
し
て
２

分
の
１
を
補
助
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
処
理
能

力
が
向
上
し
、
30
％
の
販

売
額
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。ま

た
、
所
得
向
上
計
画

策
定
業
務
は
、
こ
の
施
設

を
有
効
利
用
す
る
た
め
の

販
売
戦
力
策
定
等
の
業
務

を
Ｊ
Ａ
に
委
託
す
る
も
の

で
す
。

財
源
は
い
ず
れ
も
、
全

額
道
費
補
助
金
で
す
。

条
例
の
制
定
等

◆
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正

原
案
可
決

地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
軽
自
動
車
税
関
連

の
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正原

案
可
決

介
護
時
間
創
設
等
に
伴

い
、
勤
勉
手
当
の
期
間
率

を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
及
び
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

地
方
公
務
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
法
律
及
び

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

ＱＡ 予
算
関
連
質
疑
応
答



一般会計歳入歳出の内訳 

平成29年度予算 

総額66億3,690万円（水道会計を除く）を可決 
各　会　計　予　算 

会　　計　　名 予　　算　　額 収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 

水道事業会計予算 

一 般 会 計  
国 保 会 計  
後期高齢者医療会計 
介 護 保 険 会 計  
下 水 道 会 計  
合 計  

48億5,940万円 
9億7,570万円 
7,580万円 

5億3,950万円 
1億8,650万円 
66億3,690万円 

１億6,881万円 
１億5,731万円 

8,014万円 
1億855万円 

収　　　入 
支　　　出 

収　　　入 
支　　　出 

歳　入 

歳　出 



―平成29年度予算審査特別委員会― 

第６次総合計画の将来像を目指したまちづくりと 
　　　　　財政健全化を両立させた予算を審査 
　平成29年度予算審査特別委員会では、係長までを説明員とし、３月10日から５日間に
わたり質疑を行い、新年度の町の予算について活発な質疑が展開されました。 
　質疑終了後、予算審査特別委員会から町へ次の事項について口頭で申し入れを行いまし
た。 

◆予算の執行にあたっては、第６次訓子府町総合計画および重点プロジェクトと連動
した事業の展開を求めるとともに、財政健全化にも留意することを望む。 
◆民間提案型住宅整備事業については、定住・移住促進対策として評価するところで
あるが、事業の推進にあたっては、民間提案型のメリットが最大限に発揮されるよう
進められることを求めるとともに、入居者の確保に向け、町内外に積極的にPRする
ことを望む。 
　また、旧訓子府高校教員住宅も十分に活用されるよう利用者ニーズに応えた整備と
PRすることを求める。 
◆スポーツセンター実施設計等においては、建設経費縮減に向け最大限の努力と工夫
を求める。 
◆「パブリックアートによるまちづくり」の推進にあたっては、既存のアート作品等
を活用した中で、住民理解と参加を広く得られるような展開を求める。 

平
成
30
年
度
支
出
予

定
と
し
て
債
務
負
担

行
為
で
提
案
さ
れ
た
、
民

間
提
案
型
住
宅
整
備
事
業

の
内
容
と
目
的
、
効
果
は
。

町
有
地
に
８
戸
の
集

合
住
宅
を
１
戸
当
た

り
70
㎡
、
総
事
業
費
１
億

５
０
０
万
円
を
限
度
と
す

る
な
ど
一
定
の
前
提
条
件

の
も
と
、
民
間
事
業
所
か

ら
自
由
な
提
案
を
募
り
、

選
定
後
に
工
事
着
手
、
完

成
後
に
町
有
住
宅
と
し
て

購
入
・
管
理
す
る
事
業
で

す
。入

居
条
件
な
ど
は
、
今

後
議
会
と
相
談
・
検
討
し

ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置

付
け
し
た
「
誰
も
が
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
た
施
策
の

一
つ
で
す
。

賃
貸
住
宅
の
少
な
い
本

町
の
現
状
や
、
多
様
な
住

宅
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

と
定
住
促
進
効
果
が
期
待

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
具
体
的
内
容
は
。

こ
の
事
業
は
、
平
成

28
年
に
本
町
出
身
の

彫
刻
家

水
本
修
二
氏
の

作
品
を
訓
子
府
町
に
移
設

し
た
こ
と
を
機
に
、
東
京

の
武
蔵
野
美
術
大
学
の
産

官
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
取
り
組
み
を
平
成
29
年

度
か
ら
行
う
も
の
で
す
。

具
体
的
内
容
は
、
①
武

蔵
野
美
術
大
学
生
に
よ
る

彫
刻
制
作
を
町
内
で
行
い
、

町
民
に
そ
の
様
子
を
公
開

し
、
ま
た
制
作
者
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

②
大
学
生
に
よ
る
「
黒
板

ジ
ャ
ッ
ク
」
を
町
内
の
学

校
を
使
っ
て
行
う
③
町
民

参
加
で
「
あ
ん
ど
ん
作
り
」

「
子
ど
も
た
ち
の
手
の
平

ア
ー
ト
」
│
な
ど
総
額
約

１
８
０
万
円
を
予
算
と
し

て
計
画
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
実
施
設
計

業
務
に
関
し
て
、
①
入
札

指
名
業
者
に
平
成
28
年
度

実
施
し
た
基
本
設
計
の
落

札
業
者
は
入
る
の
か
。
そ

の
場
合
、
実
施
設
計
落
札

額
は
高
く
な
ら
な
い
か
。

②
労
賃
や
資
材
費
が
高
騰

し
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
で
今
後
さ
ら
に
高

騰
が
心
配
さ
れ
る
が
、
経

費
節
減
の
努
力
を
町
民
に

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く

の
か
。①

基
本
設
計
業
者
を

実
施
設
計
に
お
い
て

も
指
名
す
る
予
定
で
す
。

基
本
設
計
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
で
き
、
効
率
的
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
落
札
額

も
高
く
な
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
建
設
費
の
縮
減
に
向
け

努
力
し
、
資
材
選
定
な
ど

に
お
け
る
節
減
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
町
民
に
広
報

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

予
算
質
疑
応
答



一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  
８名の議員が町長、教育長に一般質問を行いました。 

選
ば
れ
る
よ
う
な
町
の
魅
力
向
上
施
策
を
展
開 

町
長 

本
町
に
住
み
続
け
る
た
め
の
行
政
の
姿
は 

※
須
河
議
員
は
、
こ

の
他
に
「
訓
子
府
町

に
お
け
る
今
後
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
」

の
質
問
を
し
ま
し
た
。 

の
改
築
・
機
能
拡
充
や
小

学
校
の
耐
震
補
強
実
施
、

臨
時
講
師
の
配
置
、
中
学

生
の
医
療
費
無
償
化
、
バ

ス
通
学
定
期
運
賃
補
助
拡

充
、
多
子
世
帯
保
育
料
応

援
補
助
金
な
ど
、
子
ど
も

の
環
境
整
備
を
積
極
的
に

し
て
き
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
抑
制
策
に
つ

い
て
は
、
地
方
創
生
総
合

戦
略
で
は
国
の
指
導
に
よ

り
重
要
業
績
評
価
指
標
を

定
め
て
い
ま
す
。
子
育
て

環
境
の
充
実
の
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
、
施
策
が

連
携
し
た
中
で
結
果
と
し

て
人
口
抑
制
対
策
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
は
、
前
年
と
比
較
し

57
人
の
減
少
で
す
が
、
15

歳
未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
12
人
の
転
入
超
過

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
状
況
か
ら
、
各
年

１
月
末
の
就
学
前
児
童
数

は
平
成
27
年
２
６
４
人
、

平
成
28
年
２
６
９
人
、
平

成
29
年
２
６
７
人
と
出
生

数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

ほ
ぼ
横
ば
い
の
数
値
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
移
住
、
住

み
続
け
る
た
め
に
は
、
住

宅
の
整
備
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
す
が
、
住
宅
が
あ

れ
ば
、
移
住
し
、
住
ん
で

も
ら
え
る
の
か
、
住
ん
で

も
ら
え
な
い
要
因
が
あ
れ

ば
伺
い
ま
す
。

訓
子
府
町
へ
の
移

住
、
定
住
に
つ
い
て
は
、

第
６
次
総
合
計
画
の
前
期

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

位
置
付
け
、
５
年
間
で
重

点
的
に
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、

人
が
少
な
く
不
景
気
、
医

療
福
祉
環
境
が
充
実
し
て

い
な
い
と
の
ご
意
見
も
あ

り
、
移
住
・
定
住
さ
れ
る

方
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
で
、

住
宅
環
境
だ
け
で
な
く
多

種
多
様
な
考
え
を
お
持
ち

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方

に
「
住
ん
で
み
た
い
」
と

選
択
さ
れ
る
よ
う
な
町
の

魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

人
口
減
少
抑
制
策

と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
対
策
が
あ
り
ま
す
。
平

成
29
年
度
予
算
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
事
業
が
、
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
園
」
か
ら
高

校
卒
業
ま
で
の
中
で
、
子

育
て
支
援
に
よ
る
人
口
減

少
抑
制
策
と
し
て
の
施
策

の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

就
任
以
来
、
子
育

て
環
境
の
充
実
を
政
策
の

柱
と
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
。
小
学
生
の
通
院
医
療

費
無
償
化
に
は
じ
ま
り
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開

設
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の

保
育
時
間
延
長
、
支
援
員

の
配
置
、
児
童
セ
ン
タ
ー

須
河

須
河

町
長

須河議員

町
長



議会用語ミニ解説 

新
入
学
用
品
費
の
支
給
を
前
倒
し
で
き
な
い
か 

早
期
の
支
給
を
検
討 

教
育
長 

□一般質問□ 
　議員が議長の許可を得て、定例会の本会議で町長や教育委員会などの執行機関に対し、町の仕
事や将来の方針、計画、疑問点など幅広く質問することをいいます。訓子府町議会では、一般質
問は一問一答方式を採用し、議員一人の質問時間は１時間（答弁含む）以内としています。 
・議会のホームページにも主な議会用語を掲載しています。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/gikai/

訓
子
府
ら
し
い
自
治
と
は 

本
町
の
特
性
や
実
態
を
踏
ま
え
た
自
治
体
運
営
を 

町
長 

町
政
執
行
方
針
で

「
町
民
と
一
緒
に
地
方
自

治
に
つ
い
て
学
び
、
訓
子

府
ら
し
い
自
治
の
姿
を
」

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
計
画
し
、
ま
た
、

訓
子
府
ら
し
い
自
治
の
姿

と
は
。

憲
法
と
地
方
自
治

法
は
施
行
か
ら
今
年
で
70

周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
第

６
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
も
あ
り
、
こ

れ
ら
を
契
機
に
、
憲
法
や

地
方
自
治
法
が
果
た
し
て

平
成
29
年
度
政
府

予
算
案
で
、
就
学
援
助
に

お
け
る
要
保
護
世
帯
の
新

入
学
用
品
費
補
助
単
価
の

見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
要
保
護
・
準
要
保

護
者
に
係
る
入
学
準
備
費

用
補
助
単
価
の
引
き
上
げ

の
考
え
は
。小

学
校
や
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童
・
生

徒
が
、
通
常
必
要
と
さ
れ

る
ラ
ン
ド
セ
ル
代
や
制
服

代
に
充
て
る
費
用
と
し
て
、

よ
り
実
態
に
近
づ
け
る
見

直
し
が
行
わ
れ
、
小
学
校

入
学
生
で
は
「
２
万
４
７

０
円
」
か
ら
「
４
万
６
０

０
円
」
に
、
中
学
校
入
学

生
で
は
「
２
万
３，

５
５

０
円
」
か
ら
「
４
万
７，

４
０
０
円
」
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
町
の
要
保
護
・
準
要

保
護
者
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
国
が
示
す
基
準

に
合
わ
せ
て
支
給
し
て
い

る
の
で
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
改
定
さ
れ
た
基
準
に

合
わ
せ
支
給
し
ま
す
。

新
入
学
用
品
費
の

支
給
を
前
倒
し
で
き
な
い

か
。

毎
年
３
月
末
日

ま
で
に
受
給
申
込
書
を
提

出
い
た
だ
き
、
前
年
の
収

入
に
関
わ
る
審
査
を
行
い
、

５
月
の
教
育
委
員
会
議
で

認
定
、
６
月
か
ら
の
支
給

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
入

学
時
に
必
要
と
な
る
「
新

入
学
用
品
費
」
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
時
期
に
必
要

な
支
給
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、

近
隣
市
町
の
実
施
状
況
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
早
期

支
給
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

就
学
援
助
認
定
基

準
の
拡
充
の
考
え
は
。

平
成
25
年
の
生

活
保
護
基
準
見
直
し
に
伴

い
、
準
要
保
護
者
の
収
入

認
定
基
準
の
見
直
し
を
行

い
、
支
給
項
目
に
つ
い
て

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
や
ク
ラ
ブ

活
動
費
、
生
徒
会
費
を
対

象
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
の
大
会
派
遣
費

に
係
る
自
己
負
担
分
を
支

給
対
象
と
す
る
な
ど
拡
充

も
図
っ
て
き
ま
し
た
。

認
定
基
準
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
社
会
情

勢
を
見
極
め
、
保
護
者
の

方
々
の
経
済
状
況
な
ど
の

把
握
に
努
め
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
就
学
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

工
藤

き
た
役
割
や
、
町
民
が
主

権
者
と
し
て
、
ま
た
地
方

自
治
の
担
い
手
と
し
て
ど

の
よ
う
に
歩
む
べ
き
か
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
学
ぶ
機
会
と
し
て
、

町
と
教
育
委
員
会
が
共
催

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

現
在
計
画
中
で
す
。

ま
た
、
訓
子
府
ら
し
い

自
治
の
姿
と
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
は
じ
め
多
様

な
人
た
ち
を
認
め
合
い
、

支
え
合
う
地
域
社
会
を
ど

う
創
造
す
る
の
か
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
町
内
会
・

実
践
会
の
自
治
機
能
を
高

め
生
活
支
援
の
充
実
や
維

持
が
図
ら
れ
な
い
か
、
こ

れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
は
、
本
町
の
特

性
や
実
態
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
学

び
な
ど
を
通
じ
、
認
識
を

深
め
、
共
有
し
合
っ
て
自

治
体
運
営
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
藤

町
長

工
藤

工
藤

工藤議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長



29
年
度
中
の
再
拡
充
の
考
え
は
な
い 

町
長 
町
内
会
高
齢
者
に
使
い
や
す
い
ハ
イ
ヤ
ー
サ
ー
ビ
ス
を 

 

※
余
湖
議
員
は
、
こ

の
他
に
「
開
基
１
２

０
年
記
念
事
業
の
総

括
と
今
後
の
周
年
事

業
の
考
え
方
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
ま

し
た
。 議会を傍聴してみませんか 

平成29年第２回定例会は６月中旬頃に開催する予定です。 
 
議会中の議場（役場２階）の様子は役場１階町民ホールのテレビでも放映して 
います。 議会傍聴に関するお問い合わせは、議会事務局　 ４７－２１８４へ。 

第１回定例会は、20名の傍聴がありました。 

余湖議員

高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー

利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
目

的
な
ら
び
に
効
果
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。高

齢
者
ハ
イ
ヤ
ー

利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
平

成
23
年
７
月
か
ら
始
め
た

事
業
で
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
が
地
域
社
会
の

中
で
安
心
し
て
生
活
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

日
常
生
活
の
移
動
交
通
と

し
て
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し

た
際
に
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。

６
年
が
経
過
し
、
平
成

27
年
度
の
登
録
者
数
が
３

５
７
人
、
75
歳
以
上
人
口

の
約
35
％
を
占
め
、
実
利

用
人
数
１
７
８
名
、
延
べ

利
用
回
数
２，

１
２
４
回

を
数
え
る
こ
と
や
利
用
者

の
声
な
ど
か
ら
は
一
定
の

効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。平

成
29
年
度
か
ら

利
用
券
増
、
相
乗
り
解
禁

と
内
容
が
変
わ
る
が
、
そ

の
こ
と
に
至
る
経
過
は
。

相
乗
り
制
度
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
は
75
歳

以
上
の
方
の
み
が
相
乗
り

さ
れ
た
場
合
に
お
の
お
の

利
用
券
を
使
用
す
る
こ
と

で
運
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
例
会
へ
の
参

加
人
数
の
減
少
は
、
会
員

相
互
の
送
迎
が
困
難
な
こ

と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
や
、
ハ
イ
ヤ
ー
事
業

者
の
運
行
台
数
な
ど
の
関

係
か
ら
待
ち
時
間
が
長
い

こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て
75

歳
以
上
の
方
が
乗
車
し
た

場
合
に
利
用
券
を
使
用
で

き
る
よ
う
に
拡
充
し
ま
し

た
。ま

た
利
用
券
枚
数
に
つ

い
て
は
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
足
の
確
保
対

策
と
し
て
高
齢
者
ハ
イ
ヤ

ー
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

両
輪
で
あ
る
路
線
バ
ス
高

齢
者
利
用
支
援
事
業
に
お

い
て
１
割
程
度
の
方
が
利

用
枚
数
上
限
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
年
間
１

２
０
枚
に
拡
充
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
２，

１
２
４
回
の
利
用
に
対
し

て
町
内
会
高
齢
者
の
利
用

は
１
１
８
回
と
全
体
の

５
％
に
す
ぎ
ず
、
１
回
当

た
り
の
利
用
者
に
掛
か
る

補
助
額
は
８
７
５
円
程
度

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
町
内
会
の
高
齢
者

は
町
内
の
必
要
な
施
設
な

ど
に
行
く
の
に
ハ
イ
ヤ
ー

の
基
本
料
金
内
の
移
動
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
、

恩
恵
が
な
く
利
用
し
に
く

く
不
公
平
感
が
あ
る
と
思

う
が
。

こ
の
制
度
は
基
本

料
金
を
み
ん
な
同
じ
く
払

っ
て
町
内
の
移
動
が
で
き

る
と
い
う
制
度
な
の
で
、

町
内
会
の
高
齢
者
が
使
わ

な
い
現
状
で
あ
る
こ
と
は

事
実
で
す
が
不
公
平
と
は

い
え
な
い
と
考
え
て
い
ま

余
湖

す
。

町
内
会
の
高
齢
者

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
基
本
料
金
以
内
の
利

用
時
は
自
己
負
担
３
０
０

円
に
す
る
と
か
、
ハ
イ
ヤ

ー
金
券
を
支
給
す
る
な
ど

の
方
法
を
早
急
に
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
な
ど
の
意
見
を

聞
き
、
参
考
に
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
が
、
平
成
29
年

度
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上

の
制
度
拡
充
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

町
長

町
長

余
湖

町
長

町
長

余
湖

余
湖



協
議
体
と
は 

　
介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
地
域
が

高
齢
者
の
見
守
り
を

し
て
い
く
た
め
の
話

し
合
う
場
で
、
訓
子

府
町
で
も
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
協
議
体
は
、
住
民

主
体
で
構
成
さ
れ
る

ほ
か
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

町
内
会
・
実
践
会
、

商
工
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
行
政
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の

組
織
で
す
。 

　
地
域
で
支
え
合
い
、

地
域
づ
く
り
そ
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
、
活
動
し
ま

す
。 

除
排
雪
の
際
、高
齢
者
宅
な
ど
へ
の
配
慮
は 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
な
ど
の
活
用
は 

彫
刻
作
品
を
活
用
し
た
取
り
組
み
も
検
討 

町
長 

な
る
べ
く
間
口
に
雪
を
堆
積
さ
せ
な
い
努
力
を 

町
長 

本
町
に
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
を
は

じ
め
多
く
の
公
園
が
あ
り
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
て
、
憩
い
と
遊
び
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公

園
に
は
、
昨
年
、
彫
刻
作

品
が
移
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
活
用
方
法
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

ス
ペ
ー
ス
は
多
少

減
り
ま
し
た
が
、イ
ベ
ン
ト

開
催
時
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

彫
刻
作
品
を
活
用
し
た

取
り
組
み
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。武

蔵
野
美
大
と
の

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
公
開
制
作
し
た
彫
刻
作

品
の
設
置
場
所
は
ど
の
よ

う
に
選
定
し
ま
す
か
。

風
雪
に
耐
え
ら

れ
る
作
品
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
公
園
へ
の
設
置

を
考
え
て
い
ま
す
が
公
園

と
し
て
の
景
観
や
機
能
の

確
保
に
配
慮
し
て
選
定
し

ま
す
。

芝
桜
の
再
生
に
向

け
て
の
経
過
と
今
後
の
見

通
し
を
伺
い
ま
す
。

平
成
25
年
か
ら
27

年
ま
で
延
べ
２
万
２
千
株

の
移
植
を
行
い
効
果
が
認

め
ら
れ
た
た
め
、
昨
年
は

春
と
秋
に
１
万
６
千
株
を

移
植
し
ま
し
た
。
そ
れ
の

再
生
の
兆
し
が
見
え
た
こ

と
か
ら
今
後
２
年
間
継
続

し
て
移
植
作
業
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
見
て
今
後
の

方
針
を
決
定
し
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

何
と
か
自
力
で
頑
張
っ
て

い
る
方
々
も
多
い
で
す
。

こ
の
冬
も
ド
カ
雪
の
際

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声
が
あ
り
見

に
行
く
と
、
除
雪
さ
れ
た

後
の
重
い
雪
が
戸
口
に
１

ｍ
ぐ
ら
い
あ
り
、90
歳
を
超

え
る
老
夫
婦
で
は
、
自
力

で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い

し
ま
す
。

除
雪
作
業
の
際
、
せ
め

て
高
齢
者
・
障
が
い
者
宅

の
除
雪
に
配
慮
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

除
雪
対
応
は
、
午

前
７
時
ま
で
に
通
行
で
き

る
よ
う
、
市
街
地
の
主
要

道
路
・
通
学
路
お
よ
び
ス

ク
ー
ル
バ
ス
路
線
を
先
行

し
て
２
車
線
確
保
し
、
そ

の
後
、
そ
の
他
の
路
線
の

２
車
線
確
保
に
向
け
た
除

雪
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。な

る
べ
く
間
口
に
雪
を

堆
積
さ
せ
な
い
努
力
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

町
内
会
で
組
織
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
。

こ
れ
か
ら
地
域
で

仕
組
み
を
考
え
る
時
期
に

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
協
議
体
で
検
討
、
協
議

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
の
た
め
交
差
点
・

通
学
路
の
除
排
雪
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

歩
道
は
通
学
時
間

ま
で
に
実
施
し
、
歩
道
が

な
い
市
街
地
は
２
車
線
に

道
幅
を
広
げ
安
全
確
保
に

努
め
て
お
り
、
見
通
し
の

悪
い
通
学
路
の
交
差
点
は
、

可
能
な
限
り
早
く
排
雪
作

業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

除
排
雪
の
件
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
に
も
何

回
か
同
様
の
質
問
を
し
て

い
ま
す
が
、
あ
え
て
伺
い

ま
す
。

こ
の
冬
は
、
12
月
に
重

い
ド
カ
雪
が
降
り
、
不
安

な
幕
開
け
で
し
た
が
、
そ

の
後
は
例
年
に
な
く
降
雪

が
少
な
く
「
こ
の
ま
ま
春

が
来
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
の
会
話
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。

近
年
、
高
齢
化
率
の
高

ま
り
と
と
も
に
除
雪
に
関

す
る
不
安
の
声
が
、
特
に

高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者

世
帯
か
ら
多
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
も
除
雪
サ
ー
ビ
ス

河
端

町
長

町
長

町
長

河
端

河
端

河
端

町
長

町
長

河
端

河端議員

河
端

教
育
長



障
が
い
者
の
就
労
支
援
と
社
会
参
加
の
促
進
は 

福
祉
的
就
労
の
場
へ
の
支
援
を
継
続 

町
長 

５月末に全面完成する予定の障がい者 
グループホーム等 

※
西
山
議
員
は
、
こ

の
他
に
「
町
民
の
た

め
の
住
宅
環
境
整
備 

に
つ
い
て
」
の
質
問

を
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
38
年
度
ま
で
の

「
第
２
期
訓
子
府
町
障
が

い
者
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

計
画
に
沿
っ
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

こ
の
10
年
間
の
相
談
支

援
体
制
の
評
価
と
今
後
の

計
画
は
。平

成
19
年
当
初
の

障
が
い
に
関
す
る
相
談
は
、

窓
口
か
身
体
障
害
者
相
談

員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
、

民
生
委
員
児
童
委
員
が
主

で
し
た
。

現
在
は
相
談
支
援
事
業

所
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
お
り
、
障
が

い
者
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係

る
相
談
体
制
は
充
実
し
て

い
ま
す
。

障
が
い
に
関
す
る
相
談

は
、
繊
細
な
部
分
も
あ
り

個
々
に
合
っ
た
対
応
に
心

掛
け
、
今
後
も
よ
り
良
い

支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

就
学
前
の
障
が
い

児
支
援
の
現
況
と
課
題
・

対
策
は
。乳

児
の
い
る
全
て

の
家
庭
を
保
健
師
が
訪
問

し
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
提
供
や
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

各
種
乳
幼
児
健
康
診
査

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
の
「
子
育
て
相
談
サ
ロ

ン
」、
こ
ど
も
園
の
「
子

育
て
ト
ー
ク
」
な
ど
で
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め

て
い
ま
す
。

課
題
は
、
発
達
の
遅
れ

や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
近

隣
地
域
に
専
門
医
療
機
関

が
少
な
く
、
す
ぐ
に
受
診

が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
具
体
的
な
支

援
策
に
つ
い
て
専
門
機
関

と
連
携
し
質
の
高
い
支
援

の
手
立
て
を
講
じ
、
小
学

校
へ
の
確
実
な
接
続
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
現
場
で

の
支
援
体
制
の
現
況
と
課

題
、
対
策
は
。

専
門
性
を
備
え
た

教
職
員
を
配
置
し
、
専
門

機
関
に
よ
る
発
達
支
援
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

課
題
は
、
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
個
々
の
学

習
指
導
や
生
活
指
導
に
つ

い
て
全
て
の
教
職
員
が
情

報
の
共
有
を
図
り
、
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
特
別
支

西
山

援
教
育
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
す
。

「
特
別
支
援
教
育
を
語

る
会
」
で
の
自
主
的
な
学

習
を
と
お
し
て
、
指
導
体

制
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

成
人
と
な
っ
て
か

ら
の
就
労
支
援
と
社
会
参

加
の
促
進
は
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り

「
き
ら
き
ら
本
舗
」
な
ど

の
福
祉
的
就
労
の
場
へ
の

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
障
が
い
の
あ
る
方

が
必
要
な
訓
練
や
就
労
に

関
す
る
相
談
支
援
を
行
う

就
労
移
行
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
、
就
労
継
続
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
か
ら

一
般
就
労
へ
の
移
行
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

社
会
参
加
に
つ
い
て
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

芸
術
・
文
化
活
動
に
親
し

み
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
そ
の
普
及
や
作
品

の
展
示
、
販
売
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
建
設
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
地
域
と
の

関
わ
り
や
支
援
体
制
の
考

え
は
。

運
営
す
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
シ
ト
レ
イ

ン
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
施
設
整
備
補
助
金
の

対
象
と
し
て
い
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
併
設
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
１
棟
が
３
月
末
に
、

も
う
１
棟
は
５
月
末
の
完

成
に
向
け
て
順
調
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

今
後
の
地
域
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

活
動
や
行
事
な
ど
に
参

加
・
交
流
で
き
る
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当
面
は
運
営
状
況
を
見

守
り
、
必
要
に
応
じ
て
シ

ト
レ
イ
ン
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

西山議員

西
山

町
長

西
山

町
長

西
山

町
長

西
山

町
長



住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
営
む
施
策
を 

町
長 
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
は 

「議会だより」についてご意見をお寄せください。 「議会だより」についてご意見をお寄せください。 
　議会に対するご意見や、議会だよりを見て感じたことなど
どんなことでも結構です。 
　どうぞ議会事務局までご意見をお寄せください。 

47-2184・FAX47-2600 gikai@town.kunneppu.hokkaido.jp

人
口
の
減
少
率
は
老
年
人

口
の
減
少
率
を
上
回
り
、

そ
の
結
果
高
齢
化
率
は
下

が
ら
な
い
と
い
う
予
測
が

で
き
る
の
で
、
当
面
こ
の

超
高
齢
社
会
か
ら
抜
け
出

る
可
能
性
は
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
高
齢
者
の
要
支
援

お
よ
び
要
介
護
の
認
定
者

数
15
・
２
％
の
内
訳
は
前

期
高
齢
者
０
・
９
％
、
後

期
高
齢
者
が
14
・
３
％
の

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
と
の
差
（
不
健
康
な

期
間
）
を
ど
う
捉
え
、
ま

た
高
齢
者
の
健
康
寿
命
ま

で
の
期
間
（
健
康
の
期
間
）

の
積
極
的
な
社
会
参
加
促

進
や
地
域
の
自
主
活
動
に

対
す
る
支
援
・
協
力
に
つ

い
て
基
本
的
な
考
え
方
を

伺
い
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸

は
「
健
康
日
本
21
」
の
中

心
課
題
で
あ
り
、
男
性

77
・
66
歳
、
女
性
84
・
91

歳
で
、
平
均
寿
命
と
の
差

は
男
性
１
・
34
年
、
女
性

３
・
78
年
と
な
り
、
そ
の

不
健
康
な
期
間
を
で
き
る

だ
け
短
く
す
る
こ
と
を
目

指
し
第
２
期
訓
子
府
町
健

康
増
進
計
画
に
基
づ
い
て

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

ま
た
高
齢
者
が
長
い
人

生
で
培
っ
た
経
験
や
知
識
、

技
術
を
社
会
に
生
か
す
と

と
も
に
、
社
会
の
大
切
な

一
員
と
し
て
生
き
が
い
を

持
ち
活
躍
で
き
る
よ
う
に

社
会
参
加
を
推
進
す
る
こ

と
は
、
介
護
保
険
法
の
改

正
の
中
で
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。町

政
執
行
方
針
で

示
す
「
自
立
可
能
な
老
後

に
向
け
た
健
康
寿
命
の
延

伸
、
さ
ら
に
現
役
引
退
後

も
希
望
に
応
じ
て
多
様
な

働
き
方
や
社
会
参
加
を
実

現
で
き
る
長
寿
社
会
を
形

成
し
て
、
人
口
流
出
抑
制

に
つ
な
が
る
施
策
の
推
進

に
努
め
る
」
と
し
た
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

高
齢
者
が
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

日
常
生
活
を
営
む
た
め
に

は
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援

を
包
括
的
に
確
保
す
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
推
進
が
高

齢
者
の
働
く
場
や
社
会
参

加
、
ま
た
人
口
流
出
抑
制

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

団
塊
世
代
の
方
々

を
含
め
て
高
齢
社
会
と
し

て
逆
三
角
形
（
年
齢
別
人

口
構
成
図
）
を
作
る
中
、

現
役
時
代
と
同
じ
よ
う
に

生
き
が
い
を
持
ち
、
こ
の

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

こ
の
町
で
頑
張
れ
た
と
思

え
る
環
境
は
希
薄
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
国
中
が
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

老
年
学
会
で
は
高

齢
者
の
位
置
付
け
を
10
年

若
返
っ
て
い
る
と
し
て
い

る
が
、
高
齢
者
の
所
得
格

差
と
い
う
問
題
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
ひ
と
く
く
り

に
健
康
な
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
、

多
く
の
階
層
を
包
含
し
な

が
ら
高
齢
者
施
策
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高

齢
者
は
支
え
ら
れ
る
側
と

い
う
意
識
よ
り
、
支
え
合

う
社
会
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
協

議
体
を
含
め
一
歩
踏
み
出

す
の
か
、
ま
た
受
け
皿
の

両
者
が
大
事
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
質
問
は
わ
れ

わ
れ
の
課
題
と
し
て
受
け

止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
今
世
紀
半
ば
ま
で
増

え
続
け
る
超
高
齢
社
会
と

い
う
現
状
で
、
本
町
が
超

高
齢
社
会
を
抜
け
出
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
、
ま
た

高
齢
者
の
要
支
援
や
要
介

護
の
認
定
者
数
が
15
・
２

％
と
あ
る
が
、
前
期
高
齢

者
と
後
期
高
齢
者
の
占
め

る
割
合
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

本
町
は
平
成
27
年

度
末
に
高
齢
化
率
36
％
と

な
り
、
平
成
33
年
に
高
齢

化
率
39
％
に
達
し
て
平
成

38
年
ま
で
推
移
す
る
見
通

し
で
す
。
老
年
人
口
は
平

成
32
年
を
ピ
ー
ク
に
微
減

と
予
測
し
て
い
ま
す
が
、

堤町
長

町
長 堤

堤

町
長

堤 議 員
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長
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４
月
か
ら「
住
民
主
体
の
協
議
体
」で
検
討 

町
長 
お
年
寄
り
を
見
守
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
は 

体
」
で
見
守
り
体
制
や
仕

組
み
を
検
討
し
た
い
。

地
域
の
お
年
寄
り

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
現

状
や
要
望
の
台
帳
作
り
を

進
め
る
な
ど
、
ま
ち
ぐ
る

み
の
実
践
を
し
て
は
。

町
が
予
定
す
る
第
７
期

高
齢
者
福
祉
計
画
や
「
協

議
体
」
で
の
結
論
を
待
た

な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い

も
の
か
。そ

の
よ
う
な
台
帳

作
り
が
大
切
な
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
壁
を
ど
う
乗
り
越
え

る
か
も
問
わ
れ
る
。

住
民
自
ら
が
地
域

の
お
年
寄
り
の
見
守
り
を

実
践
す
る
こ
と
に
対
し
、

町
の
計
画
な
ど
を
待
た
な

く
て
も
行
政
は
手
助
け
を

急
ぐ
べ
き
で
は
。

実
践
を
急
ぐ
と
の

話
だ
が
、
地
域
間
で
連
携

し
見
守
り
を
す
る
と
い
う

意
見
も
あ
る
の
で
、「
協

議
体
」
の
中
で
検
討
を
進

め
た
い
。

お
年
寄
り
の
生
活

を
助
け
る
行
政
情
報
等
の

事
前
提
供
を
図
る
「
く
ら

し
の
便
利
帳
」
の
作
成
状

況
と
配
布
は
。

３
月
中
に
完
成
、

４
月
に
各
世
帯
に
配
布
す

る
。
内
容
は
、
お
年
寄
り

に
限
ら
ず
行
政
と
民
間
事

業
者
も
含
め
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
詰
め
込
み
３

年
か
ら
５
年
間
利
用
す
る
。

お
年
寄
り
世
帯
の
、

特
に
冬
期
間
の
生
活
支
援

に
つ
い
て
現
状
認
識
と
改

善
策
は
。買

い
物
は
業
者
の

宅
配
や
訪
問
介
護
の
買
い

物
支
援
が
あ
り
、
高
齢
者

の
た
め
の
路
線
バ
ス
利
用

支
援
と
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
サ

ー
ビ
ス
の
支
援
も
あ
る
。

病
弱
な
ど
の
理
由
で
、

自
分
で
は
除
雪
で
き
な
い

65
歳
以
上
か
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
に
対
し
一
定
の

負
担
で
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
支
援

が
行
き
届
い
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
４
月
か

ら
の
「
住
民
主
体
の
協
議

体
」
で
検
討
し
て
い
く
。

除
雪
サ
ー
ビ
ス
で

は
緊
急
避
難
路
確
保
が
目

的
で
す
が
、
幅
の
拡
大
や

物
置
ま
で
の
除
雪
、
転
倒

防
止
の
氷
割
り
な
ど
、
日

常
生
活
レ
ベ
ル
の
除
雪
が

必
要
で
す
。
町
が
す
べ
き

と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
必

要
性
な
ど
の
認
識
は
。

緊
急
避
難
路
以
外

の
除
雪
要
望
は
あ
る
が
、

委
託
先
の
態
勢
も
あ
り
そ

こ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
だ
。

除
排
雪
は
要
望
の

第
一
だ
が
、
行
政
だ
け
で

で
き
る
時
代
で
は
な
く
、

も
う
、
住
民
互
助
で
や
る

し
か
な
い
。
町
内
会
や
実

践
会
に
「
雪
ど
け
隊
」
の

組
織
化
等
を
行
政
が
積
極

的
に
推
進
で
き
な
い
か
。

住
民
と
し
て
は
、
余
裕

の
あ
る
前
期
高
齢
者
や
若

者
な
ど
が
状
況
に
応
じ
、

除
雪
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
も
使
っ
て
協
力
、
実
践

で
き
る
と
思
う
。

お
年
寄
り
に
優
し
い
温

か
い
互
助
事
業
を
す
ぐ
に

で
き
な
い
か
。

今
ま
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
除
排
雪

は
最
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
。「
協
議
体
」
で
除

排
雪
の
解
決
策
も
検
討
さ

れ
る
の
で
期
待
し
て
い
る
。

買
い
物
の
支
援
で

は
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
御
用
聞
き
や
宅
配
、
お

年
年
寄
り
向
け
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
な
ど
、
商
工
農
振

興
や
人
々
の
交
流
も
兼
ね

た
取
り
組
み
へ
の
認
識
は
。

従
来
の
福
祉
政
策

は
と
も
す
れ
ば
介
護
だ
予

防
だ
と
対
策
型
だ
っ
た
が
、

「
協
議
体
」
に
は
商
工
会

や
Ｊ
Ａ
が
入
っ
て
お
り
、

議
員
の
意
見
も
参
考
に
緊

急
課
題
に
応
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

お
年
寄
り
が
生
活

し
や
す
く
な
る
住
宅
改
修

に
対
す
る
支
援
の
現
状
と

課
題
は
。要

支
援
１
・
２
、

要
介
護
１
〜
５
の
方
の
小

規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し

20
万
円
上
限
で
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
等

健
や
か
住
宅
改
造
費
補
助

と
住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業
も
活
用
で
き
る
。

介
護
保
険
の
住
宅
改
修

と
健
や
か
改
造
は
、
国
の

基
準
を
超
え
る
改
修
は
無

理
な
の
で
、
町
の
住
環
境

リ
フ
ォ
ー
ム
を
合
わ
せ
て

活
用
す
る
こ
と
が
よ
い
と

思
う
。

人
生
の
締
め
く
く

り
の
埋
葬
に
関
し
、
建
立

予
定
の
合
葬
墓
に
つ
い
て

運
用
面
の
課
題
は
。

昨
今
は
核
家
族
化

な
ど
で
家
墓
の
継
承
が
難

し
い
事
態
が
深
刻
化
、
合

葬
墓
ニ
ー
ズ
が
増
加
す
る
。

不
安
を
持
つ
方
々
へ
の

相
談
や
不
安
解
消
を
進
め
、

安
易
な
合
葬
選
択
と
な
ら

な
い
点
に
も
留
意
し
た
い
。

増
え
続
け
る
お
年

寄
り
の
孤
立
化
を
ま
ち
ぐ

る
み
で
防
ぎ
、「
安
心
・

安
全
で
有
意
義
な
終つ

い

の
棲す

み

家か

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
お
年
寄
り
の
日
常

生
活
を
見
守
り
支
援
す
る

仕
組
み
・
組
織
づ
く
り
に

つ
い
て
の
認
識
と
課
題
は
。

愛
の
声
か
け
訪
問

や
緊
急
通
報
装
置
貸
与
な

ど
の
安
否
確
認
は
あ
る
が
、

孤
立
化
を
ど
う
防
ぐ
か
は

大
き
な
課
題
だ
。「
協
議
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耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
全
館
建
て
替
え
で 

教
育
長 
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
に
向
け
て 

 

※
西
森
議
員
は
、
こ

の
他
に
「
力
強
い
農

業
づ
く
り
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
ま

し
た
。 

町
有
林
の
今
後
の
活
用
、あ
り
方
は 

森
林
施
策
を
引
き
続
き
後
世
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い 
町
長 

本
町
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
町
有
林
売
り
払

い
の
際
の
価
格
設
定
や
市

場
動
向
の
見
極
め
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

価
格
設
定
は
樹
齢

50
年
以
上
の
伐
期
を
基
本

と
し
、
北
海
道
森
林
組
合

連
合
会
に
お
け
る
市
場
調

査
価
格
を
参
考
に
設
定
し

て
い
る
。
市
場
動
向
は
、

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会

な
ど
か
ら
の
情
報
を
基
に

把
握
に
努
め
て
お
り
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据

え
、
価
格
を
見
極
め
な
が

ら
適
期
の
売
り
払
い
に
努

め
た
い
。町

有
林
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
専
門

職
員
の
育
成
な
ど
長
い
目

で
見
た
町
有
林
の
課
題
と
、

樹
種
の
選
定
は
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
く
の
か
伺
い

樹
種
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
森
林
経
営
計
画
に
基

づ
き
実
施
し
、
今
後
に
向

け
て
も
財
産
で
あ
る
町
有

林
を
守
り
育
て
、
後
世
へ

引
き
継
い
で
い
く
。

実
施
設
計
に
向
け

た
住
民
説
明
は
十
分
行
わ

れ
た
と
思
う
が
、「
現
在

の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

耐
震
補
強
し
て
使
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
町
民
の
声
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。

昨
年
２
月
よ
り

説
明
会
を
行
い
、
建
て
替

え
の
必
要
性
と
基
本
構
想

を
説
明
し
、
利
用
者
や
町

民
の
理
解
を
得
て
基
本
設

計
に
内
容
を
反
映
さ
せ
る

よ
う
進
め
て
き
た
。
耐
震

診
断
結
果
で
は
ア
リ
ー
ナ

棟
は
基
礎
部
分
か
ら
改
善

が
、
管
理
棟
は
耐
震
壁
の

新
設
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
鉄
骨
屋
根
の
新
設
な

ど
の
補
強
が
必
要
で
、
ア

リ
ー
ナ
棟
の
基
礎
を
解
体

す
る
に
は
、
管
理
棟
の
北

側
を
支
え
る
柱
を
撤
去
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
解
体

の
範
囲
や
構
造
的
に
も
管

理
棟
に
大
き
な
影
響
が
出

る
こ
と
に
な
る
。
小
体
育

館
お
よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
に
つ
い
て
も
暖
房

設
備
な
ど
の
問
題
も
あ
り

活
用
は
困
難
と
判
断
し
た
。

耐
震
補
強
は
、
全
面
的

な
建
て
替
え
経
費
と
変
わ

ら
ず
、
施
設
の
長
寿
命
化

も
図
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
総
合
的
に
判
断
し
て
全

館
建
て
替
え
で
進
め
る
こ

と
を
町
民
の
皆
さ
ん
へ
説

明
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

実
施
設
計
段
階
で

は
、
で
き
る
限
り
建
設
費

を
抑
え
る
努
力
は
当
然
考

え
る
で
し
ょ
う
が
所
見
を

伺
い
た
い
。工

事
施
行
に
必

要
と
な
る
詳
細
図
、
他
各

種
図
面
作
成
と
電
気
設
備
、

機
械
設
備
お
よ
び
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
、
概
算
工
事

西
森

費
積
算
な
ど
の
詳
細
を
具

体
的
に
詰
め
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
こ
で
コ
ス
ト
を

抑
え
る
た
め
の
検
討
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

現
在
労
務
費
・
資
材
費

が
高
騰
し
て
お
り
、
今
後

も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
に
よ
り
経
費
の
高
騰
も

予
想
さ
れ
る
が
、
建
設
費

等
を
抑
え
る
こ
と
に
努
め

て
い
き
た
い
。

た
い
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
東
部
森
林
室
や
新

生
紀
森
林
組
合
な
ど
の
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
職

員
を
育
て
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
専
門
職
員
配
置
に

つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と

し
た
い
。

町
有
林
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
病
害
虫
被
害
な
ど

の
継
続
的
な
も
の
や
林
業

後
継
者
不
足
、
高
齢
化
な

ど
が
あ
る
。

町
長

町
長

西
森

西森議員

西
森

西
森

教
育
長

教
育
長



議会活性化特別委員会  前期２年間の議会改革の取り組み 

第６次訓子府町総合計画審査特別委員会で慎重審議 
　平成28年第４回定例会で提案された「第６次訓子府町総合計画」について、詳細な審査を

行うため、「第６次訓子府町総合計画審査特別委員会」を設置し付託されました。 

　特別委員会は、平成29年２月６日から８日までの三日間開催されました。 

　第６次総合計画は、計画期間を平成29年度から平成38年度までの10年間として、将来にお

ける訓子府町のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な指針となる重要なものです。 

　議決案件である基本構想だけではなく、総論や基本計画さらに前期５年間の取り組むべき施

策を盛り込んだ重点プロジェクトも含めて審査しました。人口増に向けた定住対策や産業振興、

子育て支援、高齢者対策などについて活発かつ慎重な審議が行われました。 

　本町議会では「町民に開かれた信頼される議会」を目指し、議会や議員が「どうあるべきか」

を議論する議会改革を平成19年度から行っています。 

　これまで、議会改革の先進議会の視察研修をはじめ、町民の皆さんと議会との距離を縮める

場としての「議会報告会」も開催しています。 

　平成27年の議員改選後からも、さらに議会改革を活発化させ「町民の皆さんと向き合い、信頼さ

れる議会」などを目的とする議会のルールである議会基本条例制定に向けた活発な議論を展開

しています。改選後、前半２年が経過したことからこれまでの主な取り組み内容を紹介します。 

時　　期 

平成27年６月 

平成27年８月 

平成28年１月 

平成28年４月 

平成28年５月 

平成28年７月 

平成28年８月 

平成28年９月 

平成28年11月 

平成28年11月 

平成28年12月 

平成29年１月 

取　組　内　容 

現在の議会体制での「議会活性化特別委員会」を設置 

奈井江町・旭川市（民間事業所）へ視察研修 
テーマ：「まちづくりについて」 

「議会懇談会」を実施 

議会活性化特別委員会内に「議会基本条例研究部会」を設置し、議会基本条例 
制定に向け、研究・議論を本格的に開始 

「議会改革シンポジウム」（札幌市）に２議員が参加 
テーマ：「芽室町議会の議会改革について」 

講師を招いての議会活性化研修会（第１回）を実施 
※議員による研修積立金で実施 

浦幌町・広尾町へ視察研修  テーマ ： 「議会改革について」 「まちづくりについて」 

議員が病気などにより長期欠席した場合の、議員報酬・期末手当の減額等につ 
いて定めた「議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例」を制定 

議会に関する「町民アンケート」を実施 

道外先進地行政視察として、長野県（飯綱町・小布施町・下諏訪町）へ視察研修 
テーマ：「議会改革について」「まちづくりについて」 

講師を招いての議会活性化研修会（第２回）を実施 ※議員による研修積立金で実施 

「議会報告会」を実施 



◆
議
会
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
？ 

　
「
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
心

が
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ
で
一
般
質
問
が
あ
る
こ
と
を
知
り
傍
聴
し

ま
し
た
。 

 

◆
傍
聴
し
た
感
想
は 

　
年
を
と
っ
て
一
人
に
な
っ
て
も
訓
子
府
に
住
み
や
す
い
ま
ち
に

す
る
に
は
、
住
民
の
助
け
合
い
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
回

の
一
般
質
問
で
は
複
数
の
議
員
が
こ
の
課
題
を
質
問
し
、
住
民
の

互
助
が
討
議
さ
れ
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
券
配
布
の
問
題
で
は
、「
高
齢
者
だ
れ

も
が
５
５
０
円
で
乗
れ
る
」
と
い
う
町
の
説
明
に
疑
問
が
残
り
ま

し
た
。
冬
期
間
な
ど
近
く
て
も
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
た
い
方
に
と
っ

て
は
使
い
に
く
い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
議
会
に
望
む
こ
と
は
？ 

　
高
齢
者
問
題
を
は
じ
め
、
議
会
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
も
今
後

期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
議
会
で
は
議
会
活
性
化
や
「
議
会
基
本
条
例
」
制
定
の
検
討
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。 

議
会
を
傍
聴
さ
れ
た
方
に 

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た 

委員会構成が決定 

　所管する部門に属する事務の調査（所管事
務調査）および議案、陳情などの審査を行い
ます。 
  

　議会運営、議会の規則、委員会の条例など
に関する事項および議長の諮問に関する事項
について調査、審議を行います。 

委 員 長 

副委員長 

委　　員 

委 員 長 

副委員長 

委　　員 

委 員 長 

副委員長 

委　　員 

委 員 長 

副委員長 

委　　員 

西　森　信　夫 

堤　　　三樹磨 

余　湖　龍　三 

川　村　　　進 

西　山　由美子 

山　田　日出夫 

堤　　　三樹磨 

余　湖　龍　三 

川　村　　　進 

西　森　信　夫 

西　山　由美子 

須　河　　　徹 

河　端　芳　惠 

上　原　豊　茂 

工　藤　弘　喜 

山　田　日出夫 

余　湖　龍　三 

河　端　芳　惠 

西　山　由美子 

山　田　日出夫 

工　藤　弘　喜 

須　河　　　徹 

河　端　芳　惠 
オブサーバー 
議長 上 原 豊 茂 



（１）　入札執行状況については、適正な入札結果ではあ

るが、予定価格の作成にあたっては、算出根拠が的確

となるよう、引き続き努めることを望むものである。 

（２）　まちづくり推進会議については、各推進委員がよ

り意見を出しやすくするために運営方法の工夫など、

具体的な改善を求めるものである。 

　　　まちづくりパワーアップ特別対策事業については、

新規事業や地域コミュニティーへの支援として、そ

の成果が認められるところであり、今後とも事業の

継続・拡充、周知の徹底を望むものである。 

　　　車座トークなど広聴事業については、今後も継続

し幅広い町民からの意見聴取の場の確保・拡充を望

むものである。 

（３）　国民健康保険事業については、今後においても事

業の健全な運営を目指し、本町の疾病の傾向を見極め、

それに合わせた予防事業の充実を望むものである。 

　　　短期証や資格証明書の取り扱い、発行にあたっては、

これまでと同様に家族構成や生活実態に配慮した対

応を継続していくことを望むものである。 

（４）　税の収納状況については、職員の徴収努力により、

その成果が認められるところである。 

　　　なお、税の公平性の原則からも引き続き、滞納繰越

額の縮減と新たな滞納者の抑制のため、努力を求め

るものであるが、これまでと同様、滞納者の課税状況

や生活実態に配慮した対応を望むものである。 

（５）　各種福祉施策については、こども医療費助成事業

の対象が中学生まで拡大され、子育て支援の事業と

しての効果を評価するものである。 

　　　介護保険事業については、要介護１・２の方の施設

サービス利用において、保険者として利用者の実態

に十分配慮した対応を今後も望むものである。 

　　　認知症高齢者見守り事業については、今後も一層

重要な取り組みとなるため、その充実を求めるもの

である。 

（６）　児童センターについては、子育て・教育面等におい

て大きな効果が認められ、今後とも利用者の声を生

かして安全で安心できるセンターとしての充実に努

めることを望むものである。 

（７）　各種予防業務の実施については、各種事業内容は

充実していると認められる。今後においてもＰＲの

継続により、事業の重要性を町民に広く理解しても

らい、参加をより一層促進していくことを望むもの

である。 

（８）　子育て支援センターについては、子育て世代の母

親などの交流の場、情報交換の場として、保護者の成

長にも効果が認められ、さらに充実・発展的な展開を

望むものである。 

（９）　こども園の運営については、関係者の努力の成果

により幼稚園・保育園一体化へ円滑に移行するとと

もに、異年齢教育・保育の効果が見られる。引き続き、

運営に万全を期すことを望むものである。 

（10）　町営温水プールについては、町民へのスポーツの

普及と健康管理を目的とした事業の継続・推進により、

さらなる利用拡大を目指すことを望むものである。 

　　また、事故防止に最善を尽くしながら、管理経費の縮

減のための工夫をさらに望むものである。 

（11）　図書館の運営については、今後も図書の利用拡大

に向けた取り組みの継続及び充実を望むものである。 

　　歴史館の運営については、これまでの歴史を収集し

た伝承資料の整備や活用などで、後世に残す地道な

取り組みを望むものである。 

（12）　その他委員会の所管に関する事項 

　①　開基120年記念事業については、各事業ともに成

功に終え、一定の評価をするものである。この事業効

果を今後のまちづくりのスタートと位置づけ、継承

していくことを求めるものである。 

　②　地域担当職員制度については、地域とのパイプ役

としてその活動は一定程度定着しつつあり、その成

果が認められるところであるが、地域と行政の距離

を一層縮めることを望むものである。 

　③　要保護・準要保護児童・生徒就学援助及び奨学資金

貸付制度については、子どもの教育、学習機会を保障

するため、今後も継続しさらに充実を図ることを望

むものである。 

　④　ふるさと納税については、一定のＰＲ効果を認め

るものであり、今後も事業継続を望むものである。 

　⑤　地域巡回講座については、一層のＰＲを含めて事

業の充実を望むものである。 

総務文教常任委員会 

所管事務調査 



産業建設常任委員会 

各常任委員会

（１）　農業振興については、今後もＴＰＰに関する国内
外の動向、情報を把握するとともに、その方向性に
十分注視しながら関係団体などと連携し、行政とし
て必要な取り組みを講じていくことを望むものであ
る。 

　　　新規就農者支援事業については、定住にも効果が
認められるところであるが、本町の基幹産業である
農業が将来にわたって持続的に発展していくために
新規就農者及び後継者対策については、支援施策の
一層の推進と制度周知に努めることを望むものであ
る。 

　　　農業委員会の改革においては、農業委員と農業者
の声を十分に聴き、新制度への円滑な移行を望むも
のである。 

（２）　畜産振興については、酪農家の安定経営にとって
町営牧場の役割は大きく、今後ともその役割を十分
果たしていくため、入牧牛の確保及び受け入れた家
畜の安全で適切な管理と良質な草地の維持に努めて
いくとともに、牧場運営のための施設・設備の安全
性向上を望むものである。 

　　　また、酪農・畜産農家の減少は、本町の農業全体
にとってもその影響が懸念されるところであり、Ｊ
Ａや関係団体と十分に連携し支援制度拡充に向け、
国などに対し強く求めていくことを望むものである。 

（３）　中小企業の振興については、商工業の振興策とし
て実施されてきた住環境リフォーム促進事業は町内
の経済効果・町民生活の充実に大きく貢献している
ものと評価できる。今後においても、利用者ニーズ
などを把握し、制度拡充も検討しながら事業の継続
を求めるものである。 

　　　さらに、店舗出店等支援事業、店舗改修事業など
を含む商店街振興対策については、活用実績も伸び
ており、今後も街並みの活性化及び将来のまちづく
りともあわせた施策の展開と支援の継続を望むもの
である。 

（４）　堆肥供給センターについては、良質でさらに利用
者のニーズに応じた堆肥の供給を図るため、施設の
適切な管理に努めることを望むものである。 

（５）　温泉保養センターの運営については、適切な管理
のもと維持管理経費の縮減に努めることを求めると
ともに、町民の健康増進とやすらぎの場とするため、
より多くの利用者の声を聞き、施設の改善などを検
討し、利用者拡大につなげていくことを望むもので
ある。 

（６）　町営住宅及び町有住宅の維持管理については、住
宅使用料の滞納額の解消への努力が認められるとこ
ろであり、今後は滞納の抑制を図るため、住み替え
も含めた相談体制の充実を望むものである。 

　　　また、これからの町営住宅の整備にあたっては、

低家賃の住宅の確保や高齢化社会での地域コミュニ
ティーの形成と複合的機能をあわせた住宅政策の構
築を図るとともに、民間との事業展開の検討など事
業費縮減に努めることを望むものである。 

（７）　建築及び土木事業の執行については、今後とも財
政健全化の推進を図りながらも、計画的な公共工事
の執行を望むものである。 

　　　さらに、今後予定される大型事業の計画にあたっ
ても、町民の理解を得られるよう関係者などと十分
協議した中で進めるとともに、事業費の十分な精査
と財源確保の努力を求めるものである。 

（８）　下水道事業の運営については、施設の適切な管理
と計画的な整備を行いながら、機能維持に努めてい
くことを望むものである。 

（９）　上水道事業の運営については、安全で安定した水
道水の供給に万全を期すとともに、今後とも水資源
の有効活用のためにも有収率の向上に努めていくこ
とを求めるものである。 

　　　さらに、老朽管の更新計画については、町民の理
解を得ながら水道ビジョンを基に具体的な計画を策
定し推進することを望むものである。 

（10）　道路・河川の維持については、被災箇所の早急な
復旧を行うとともに、災害などにより恒常的に被災
する箇所の解消が望まれるところである。 

　　　また、道路・河川・橋梁などの改修に関わる財源
の確保のため、国などに対し引き続き制度拡充を求
めていくことを望むものである。 

（11）　公園の管理状況については、遊具の日常点検とあ
わせ樹木の適切な管理を図り、公園内での事故防止
に努めることを望むものである。 

　　　また、レクリエーション公園に関しては、町民の
憩いの場として利用も多く、今後においては公園と
しての施設のあり方について見直しの検討を望むも
のである。 

（12）　町有林の維持管理については、森林の持つ多面的
機能の維持と町の財産としてその価値を高めていく
ため、森林整備などに関わる財源確保を引き続き国
に対し求めていくとともに、町職員の専門的知識の
習得をあわせ、新生紀森林組合をはじめとする関係
機関と連携を図り、適切な管理に努めていくことを
望むものである。 

　　　さらに、原木価格の市場動向を見極め、また、森
林認証の活用・ＰＲなどにより、木材産業活性化へ
の施策の推進を図ることを求めるものである。 

（13）　その他委員会の所管に関する事項 
　　　随意契約などの小規模工事の執行に当たっては、
地元業者にも考慮しながら、なおかつ公平で公正な
執行を望むものである。 



あ
と
が
き 

副
議
長  

西
山
由
美
子 

議会の主なうごき 
 
 
高知県津野町交流事業「小学
生の交換留学生」歓迎セレモ
ニー（副議長） 
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　「
十
年
一
昔
」
と
い
い

ま
す
が
今
年
は
く
ん
ね
っ

ぷ
町
に
と
っ
て
、
大
き
な

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。 

　
平
成
19
年
度
か
ら
28
年

度
ま
で
の
第
５
次
訓
子
府

町
総
合
計
画
が
終
了
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
38
年
度

ま
で
の
第
６
次
総
合
計
画

が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
。 

　
２
月
に
３
日
間
特
別
委

員
会
で
審
査
を
し
ま
し
た

が
、
質
問
す
る
議
員
も
答

弁
す
る
職
員
も
約
８
割
が

初
体
験
で
し
た
。 

　
10
年
後
の
ま
ち
の
将
来

像
は
、 「 

『
ち
ょ
っ
と
い
い

ね
！
』
が
た
く
さ
ん
あ
る

ま
ち
く
ん
ね
っ
ぷ
」
で
す
。 

　
少
し
で
も
計
画
に
近
づ

け
る
よ
う
、
議
会
の
務
め

を
し
っ
か
り
果
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

□

２
月
22
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

２
月
24
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

２
月
24
日
（
金
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

３
月
16
日
（
木
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
１

９
２
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
っ
た
。

□

３
月
27
日
（
月
）

○

第
１
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
た
。

□

４
月
11
日
（
火
）
・
14

日
（
金
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
９
３
号
の
確
認
作
業

を
行
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会


